
究研の私

私は,昭和40年 に広島大学教育学部を卒業 し,市

内の中 。高等学校に英語教師として勤務 し,さ らに

教育学部に帰 って外国語科に勤め,紛争中に大学院

修士課程を経て ,博士課程に進学の機会を与えられ ,

その一部をエディンバラ大学で過ごした。院生の時

代に,教育学部附属高校や短大 ,日 本語を第 2言語

として教えている小学校にも勤めたりした。教育学

/ 部に入学以来 ,英語教育 (あ るいは ,_当 時の教養部
にノク

 における ドイツ語教育やフランス語教育)と いう非

常に身近な教育現象に興味は持 っていたのであるが ,

これを客観的,科学的にとらえようとする態度を持

つに至ったのは,教育学部の垣田教授のお蔭である。

私は,学生時代を含めて,教育学部に13年 いた。研

究者にとって転勤は大変なことであるが ,幸いにも

教育学部とは同じキャンパスにあり,私 の研究に必

要な基礎資料の多くは教育学部に依存 しているが ,

今まで不可能であった新 しい分野の研究は本学部で

行なうことができ,私 にとって大いにプラスになる

と信 じている。

さて,英語教育の分野で,「 英語教育学」なる名

称が生まれて約 10年 になる。その間 ,日 本の各地に

「英語教育学会」なるものが誕生 して 7・ 8年 にな

る。英語教育の分野も,や っと市民権を得かけたの

であろうか。英語教育という現象を科学的にとらえ

~  ようとするこうした動きは,他 の外国語の教育 (第

2言語の教育も含めて)や母国語教育をも含めた言

語教育についても同 じ動向が見 られる。しかし,英

語の教育にかかわっている諸条件・変数の膨大さか

ら,そのアプローチは容易ではない。記述の方法す

ら明確でない変数が多いのもその 1原 因であろう。

ただ現段階で言えることは,英語教育学の研究は
,

現在存在 している英語教育の諸現象をとらえ,得 ら

れた資料を分析 し,仮説を設定 し,調査 ,実験によ

り,そ の現象から客観的な教育原理を引き出し,さ

らにその原理を体系化・組織化する方向をとるだろ

うということ,そ うしたものが今 日的課題に沿 った

研究と考えている。英語教育学を構築する際 ,英語

教育の目的 0目 標に関する領域 ,教材内容に関する
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領域 ,学習者に関する領域 ,教育方法に関する領域 ,

教育評価に関する領域がその中核をなすことは容易

に考えられる。それらの領域とともに,言語教育の

本質とも考えられる言語の本質と機能および言語使

用の変遷 ,英語教育の地理的・歴史的研究,言語政

策の研究 ,教師教育の研究が含まれている。英語教

育学は,言語学 ,心理言語学 ,社会言語学 ,心理学 ,

教育学 ,工学など関連諸科学の援用を得つつ ,こ う

した領域に包合される変数のからみ合いの中で行な

われている英語教育を科学的にとらえ, 1つ の独立

した「学」を志向している。

私は,現在 ,LLを用いて,教授形態の 1つ である

英語の個別化教授 0学習を実践 しているが,果 して

成功するか否かその結論はまだ出ていない。共同研

究としては ,今 日まで世界各地で発表された外国語

教育に関する主な論文を可能な限り収集 し,そ れら

の基礎資料を体系づけ,整理 している段階である。

また教育学部時代からの継続で,中学校 ,高等学校

の英語教材を分析 している。これ らの研究は今後も

続けていくつもりであるが,総合科学部においては
,

学生の英語学力の到達度と教材 ,教授法との関連 ,

および英語 (教育)に対する学生の情意由iの変化を

とらえてみたい。総合科学部に学ぶ学生の80%内外

の者が現行の英語教育に好意的態度を示さないとし

ても,そ こには,そ のようになる科学的法則が働い

ているはずである。その深層にある事実を明らかに

し,教育場面にフィー ドバ ックさせることにより,

何 らかのPraCtical theoryが 見出されれば,こ

の研究も教育に貢献できるであろう。

英語教育の理論的研究もさることながら,そ れに

基づいた実験 。調査研究には多 くの問題点がある。

教育研究体制の問題から各種テス ト作成まで問題は

山積 している。教材作成,教授 。学習,評価などに

関する実践的研究には学際的アプローチが必要で
,

そうした研究機関の設立が望まれる。

最後に,総合科学部に招かれ ,新たな仕事を与え

られました事に対 し,感謝申し上げます。

(外 国語 講師 )
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日本の標準語は,明治以来東京地方の方言 ,そ れ

も山の手の話 し言葉に基ずいて成立 したものである

ことには疑間の余地がない。それに反 して ドイツ語

の場合,現在の規範性を持 った共通語の起源は何処

に求められるかという間は,常 に多くの学者の論争

の的となってきた問題なのである。何処という間は ,

また何時という疑間と密接に関係 している。 ドイツ

語史の上で近代語の段階は,い つ頃からどの地域を

中心に始まるといえるのであろうか:ま ず最 も容易

に考えられることは ,何処という間に対 してある一

つの地域を想定することである。この例としてライ

ンラントとザクセンという二つの地域が最初に浮び

上ってくる。 8世紀末から9世紀にかけて所謂カロ

リング・ルネサンスを開花させたカール大帝の宮廷

語が中世の吟遊詩人達に引きつがれ共通語への遠い

源となった,と K。 ミュレンホフという文献学者は

考えたのである。このカール大王の宮居 したアーヘ

ンの位置するベルギーと境を接するラインラント地

方が ドイツ語圏の西の端だとすれば,ザ クt7ン は東

の辺境の地である。このザクセン地方は,マ ルチン

・ ルターの名と結びついてあげられる。ルターは卓

語録の中で自分の言葉について「…私はザクセン官

庁語に従 って書く……」と述べているからである。

語学的な見地からは,こ のルターの言葉をそのまま

受けいれることはできないのであるが,こ こで研究

者の視点が ドイツ東部地域へ向けられた意義は大き

い。 ドイツ東部 ,こ とにエルベ,オ ーデル川以東は
,

12-15世紀の植民運動によって開かれた,あ るいは

ゲルマン化 した地域であり, ドイツ西部に対 して文

化的には後進地であったのだが, ドイツ語の発展と

養成の問題ではこの東部地域が,常 に重要な役割を

はたすことになるからである。

ところでルターの出現と, ドイツ語史上記念碑的

な作品である彼の ドイツ語訳聖書の成立をもって近

代語の出発点としたのは,偉大な言語学者ヤーコプ

・ グ リムであった。この学説が長く学界を支配 した

のは,言語学者としてのグリムの権威によることは

勿論であるが,ま た ドイッ語史を古代語時代 ,中世

小 野 光 代

語時代 ,近世
`代

)語時代とする三区分が,歴史上

の時代区分と一致するという明解なものであったこ

とと,ル ターが確かに言語的天才であったがためで   、

ある。しかし一言語体系全体の変化が一個人の功績

に帰せ しめられることは正しくない。大きな影響を

及ぼすということと,新 しい ドイツ語を創り出すと

いうことは明確に区別されなければならないのであ

る。ところで ,ル ターを出発点とすることは,近代  、vヽv
語開始の時点を16世紀にとることである。この可否

を間うことは ,グ リムの権威によって不動のものと

なっていた ドイツ語史の三時代区分法に対 して疑間

を提起することでもある。今世紀初頭の傑出した文

献学者 K。 ブルダッハは,宗教改革を朔のぼること

200年 14世 紀中葉のプラハの ドイツ語を採 り上げた。

文芸の振興にも大いに意を用いたカール 4世皇帝治

下のプラハに,多 くの文人が集まり,文芸が開花 し

た。因に ドイツ語圏における最古の大学は,1348年

年カール 4世皇帝によって設立されたプラハ大学な

のである。ブルダッハは,こ の時代プラハの宮廷で

養成された ドイツ語こそ,近代語の源流である,と

したのである。すると14世紀を中世語の時代区分の

中に算入することは理屈に合わなくなる。若千の学

者が,初期近代語時代というものを提唱しだした所

以である。近代語成立の問題の研究の展開は,こ の
 、ノン

初期近代語時代 (1350-1650)が 次第に独立性

を増してくるプロセスと歩調を合せているのである。

始めは勿論 ,こ の時代区分は多 くの学者の認めると

ころではなく,ま た採 り上げられたとしても,仮 り

の時代 ,過渡期の時代としか見なされなかったので

ある。文芸学の分野でも優れた業績を残 したブルダ

ッハの近代語成立に関する学説は,卓見と独創に満

ちたものではあったが ,独断的なものでもあった。

14世紀のプラハの ドイツ語を近代語の基であると断

ずることは許されないのである。

言語学の問題を中世の東方植民運動の軌跡と結び

つけて考察 し,方言学の研究史上画期的な展望を開

いたのはTh.フ リンクスである。それまで ドイツ言

語学の対象が,専 ら文学史上に場を占めるような作
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品に偏 していたのに対 して ,フ リンクスは民衆の話

し言葉に目を向けたのである。彼の近代語成立 に関

する理論の要点を ごく簡単にまとめてみよう。東部

植民地への移動経路は ,歴史学者や民族学者の努力

によ って現在かな り詳 しく把握 されている。それに

よると南 ドイツか ら北 ドイツに及ぶ さまざまな地方

か らの農民達は ,一旦 マクデブルク,エ ルフル ト
,

バ ンベルク等の拠点都市の一つに集 まり,そ こか ら

平行 して東へ向 う三つの行路の一つをと って目的地

へ と移動 してい ったのである。この移住民の進路を

示す三線の うち南独 と中部 ドイツに拠点をもつ二線

が,マ イセ ン地域で落ち合 う。従 ってここで各地か

らの移住民の話 し言葉の中に一種の平衡言語が形成

される。 フリンクスによれば,こ れ .こ そ近代語の基

盤であるとされたのである。

ここで近代語をどのように把握す るかとい う困難

な問題にぶつかる。言語の研究は音韻 ,綴 り,語彙 ,

シンタックス,文体等多 くの分野を含むのであ って
,

これ らの一つだけをとりあげて近代語を云 々 してみ

ても,そ の実体をとらえたことにはな らないであろ

う。 しか し従来 までの研究が,多 くの音韻 と綴 りの

面に片寄 っていたことは事実である。言語の総合的

な考察 という観点か らは,フ リンクスのマイセ ン理

論は弱点を露呈せ ざるを得なか ったのであ った。

以上簡単にみてきたように,多 くの学者によ って

さまざまな説が提 出されて来た。それ らの説は否定

されることによ って ドイッ言語学の発展 に寄与 して

きたといえるであろう。現在においては ,共通語は

一つの特定地域か ら連続 して発展 してきたものであ

るとい う考えが否定 され ,中世の中期 0末期の ドイ

ツ語圏全域 に及ぶ言語平衡 とい う広範囲な言語現象

の動きの中か ら成立 してきたものである,と みなされ

ている。 しか しこの実体の解明は きわめて困難であ

る。各地に散在す る文書館の厖大な資料を統計的に

調査研究 しなければな らないか らである。また言語

学的な見地か ら重要な地域であ って も若 し文書館が

存在 しなければ ,空白を埋めることはで きない。 ド

イッ語圏全域 に及ぶ言語の動 きの実体を把握するこ

とは ,ま ことに容易ではないのである。 しか し言語

が変化するとい うことは,言語のもつ重要な本質の

一つなのであって ,こ れを研究す ることは,言語学

の重要な課題であるといえる。 しか も変化を惹起す

るものとして,人為的な,あ るいは社会的な要因を

無視するわけにはいかない。ここに ドイツ近代語成

立の問題に,と っても社会言語学的な視点が重要な意

義をもってくるのである。

私はブルダッハが称揚 したのとは別の観点からプ

ラハの ドイツ語に関心を持っている。その歴史はプ

ラハ市のおかれた特異な環境から中断と再使用の数

奇な運命を辿るのである。支配者階級たる ドイツ人

の言語であった ドイツ語は,フ ス動乱を頂点とする

チェコの民族運動の嵐の中で言語変化のどのような

様態を示 しているのであろうか。言語の変化の問題

にとって興味あるモデルケースを提供するであろう。

幸いプラハ市文書館には,当時の資料がよく保存さ

れているので ,将来実地調査研究の機会が持てるこ

とを希望 している次第である。

注 普通 ドイツ語史では近代語,中 世語といういい方を

しない。新高独語 ,中 高独語というべきなのだが
,

ここでは簡単にするために ,多少 ,不正確な云い

方をしたことをおことわりしておきたい。

(外国語助教授 )
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<原 理 運 動 を 問 う≫

現在 ,広大校内では「アメ リカ建国 200年祭記念」

として,第 4回 FTq際指導者セ ミナーのキ ャンペー ン

が盛んに行なわれているが ,こ れは単にアメ リカ建

LTS 200年 を祝 う行事のためになされているわけでは

ない。少 し注意すればよく解かるが盛んに PR活動

を してい るのは統一協会 =原理研究会の人達である。

現 に,パ ンフレット及び校内数ケ所のアメ リカ建国

200年祭に関する大 きなたて看板の「主催 ,連絡先」

`ま

「広島市東雲本町 1丁 目 3-3国 際指導者セ ミナ

ー事務局 ,電話番号 0822(81)5304」 は統一協

会東雲寮 と同住所である。っまり,大 々的 ,鳴 り物

入 りで l■
yJ際 指導者 セ ミナーなるものに 120名 もの広

大生 ,他大学生 。院生をアメ リカに送 り込 もうとし

ている主催者は統一協会 と思 ってよい。それでは ,

統一協会側 としてはいかなる意図によ って 120名 も

の学生 。院生を送 ろうとしているのだろうか。そ し

てて,留学のためにはこの程度の規模の多大な費用

を用す ることになるのだが,一体 そのよ うな費用は

何処か ら出るのか疑間である。

*
そ うした事は最近の広大での原理運動の動向を掴

めば明 らかになって くることである。例えば至る所

にば ら撒水れているビラで「 Can America be
different?」 とぃ ぅ題目で矢のつめをもった鷹や

片 ロウィンクのひよこ,に こにこうさぎ等 々の さし

絵入 りのもの ,き っとどこかで皆 さんのお目にふれ

ていると思 うが ,こ の主催 ―全国共産主義問題研究

会 もまた実は原理運動の別称なのである。それだけ

ではない広大教養部時代の「広大キ ャンパス」 とい

う新聞 ,こ の二月に発足 したと自称 している「暫定

自治会」「広島大学新聞」「世界平和教授アカデ ミ

ー」 ;さ らに「 I.0.W.C」 ,「共産主義問題研究

会」「 RESEACHoCOMMUNISM」 「 全国大

学連合原理研究会広島支部」:「統一思想研究会」

全て校内での原理運動の一環 として捉えることがで

きる。このよ うに校内で種 々な仮称のもとに動いて

いる原理運動は ,一貫 して勝共 ,自 由主義支持を唱

えている。これはとりもなおさず原理研 =統一協会が

政治的には国際勝共連合 と全く表裏一体であること

野 田 秦 二 、 石 井 直 人

を考えれば納得できる。国際勝共連合の正式の発足

は,昭和43年 1月 に文鮮明がソウルに「韓国勝共連

合」を結成したのを受けて,同年 4月 ,日 本統一教

会々長 ,0久保木修己 ,名誉会長・笹川良‐ らが結成

したのに始まる。他方原理運動は,キ リス トの再臨

としての文鮮明を頭にいただいた自称キリス ト教団

(正式名―世界キリス ト教統一神霊協会。昭和29年

5月 ソウルにて成立)で ある。故に勝共連合をその

政治的側面として持つ原理側としては,よ り優秀な 、

学生をアメリカに送 って,ア メリカや日本での布教  ~｀
V`

のための上壌を固めていこうとしていると見ること

ができる。 (な お ,彼等のビラによれば,留学中の

講義には ｀
統一思想講義

″が含まれている)。 校内

での原理運動において宗教団体として特に奇異に感

じられるのは,上述 したように彼等が種々な仮称―

仮面を手を変え品を変えて使うという態度の一貫性

のなさである。真の宗教ならばそのようないわば政

略的な思わくでもって自らの団体名を変える必要が

何処にあろう。そこに私達は,政治的戦略によって

変化する宗教団体の欺満性を見ることができる。

*
そうした一貫性のなさは,又校外での原理運動に

も同様に見 られる。かつて街頭で,も しくは家々を

訪問して花を売 ったり (島根大学において一時原理

運動に関係 していたAさ んによればおよそ花一東

300円 として 1日 に30本 ぐらいはさばけて, 1人 1  ミンン

日 1万 円余 りは売 り上げがあるという)一頃は,台

湾バナナ,朝鮮人蓼茶
`幸

世商事の高麗人蓼茶の名

で売 られその宣伝は広大キャンパス第 3号に掲載さ

れている)等を強引に売りつけ,人蓼茶が薬事法違

反で行商販売禁止の疑い ?に なると (県庁薬事課の

人の話 しによると「人蓼茶を食品 (つ まり普通のお

茶 !)と して売 っていくのなら,行商販売禁止には

ならないが,なんらかの薬効があるとして売るのは

いけない」ということである。)

最近に至っては合成樹脂で細工したアクセサリー,ス

ズなどを売っている。又 ,それだけではない,同 A

さんによると「その日の朝刊に載 っていた人の同情

心を呼ぶような記事をピックアップしてそれを募金
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